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Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
葱
部
会
は
、
10
月
12
日
（
月
）
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル
で
上
州
ね
ぎ
出
荷

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
の
田
中
雄
一
郎

主
幹
よ
り
出
荷
前
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
講
習
が

あ
り
ま
し
た
。
土
寄
せ
や
病
害
虫
防
除
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
、
収
穫
時
期
を
考
え
て
最
後
の
土
寄

せ
や
薬
剤
の
使
用
を
行
う
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
営
農
課
担
当
者
よ
り
11
月
15
日
か
ら
始
ま
る
出

荷
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
注
意
事
項

や
出
荷
規
格
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌

診
断
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
品
質

向
上
の
た
め
に
も
土
壌
診
断
を
行
う
こ
と
を
す
す

め
ま
し
た
。

上
州
ね
ぎ
の
出
荷
を
確
認

10
月
12
日

▲講習を受ける部員の皆さん

　
Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
葱
部
会
は
、
10
月
22
日
（
木
）

松
井
田
集
荷
場
及
び
本
所
集
荷
場
で
下
仁
田
ネ

ギ
の
目
揃
え
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
営
農
課
担
当
者
よ
り
Ｆ
Ｇ
出
荷
、
バ
ラ
出
荷

の
規
格
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
出
荷
の
際
の

注
意
事
項
と
し
て
太
さ
の
測
り
方
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ギ
の
生
育
状
況
や
さ
び

病
な
ど
こ
れ
か
ら
の
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
も
話

が
あ
り
ま
し
た
。
目
揃
え

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
格

の
ネ
ギ
を
手
に
取
っ
て
確

認
し
こ
れ
か
ら
の
出
荷
に

備
え
ま
し
た
。

下
仁
田
ネ
ギ
の
目
揃
え
会
を
開
催

10
月
22
日

▲出荷規格を確認する参加者の皆さん

皆さんの夢、応援します!

休日
相談会開催のご案内

ローン
ぜひ、お気軽にご相談ください!

お問い合わせ先

11月21日土
午前9時～午後3時

東部支所

TEL.027-382-3501東部支所

TEL.027-382-1134本所（金融共済課）

日程

場所

JA USUIANNAKA INFORMATION お らせ知JA USUIANNAKA INFORMATIONお らせ知

農業用ハウス強化マ
ニュアル

自分でできるパイプハウスの強化対策
【番線を設置する】
・雪の重さによってハウスが横に広がってしまうのを防ぎます。
・番線の太さは３mm程度がよいでしょう。
・補強間隔を狭くするとより強度が増します。
・番線の端に印をつけておくとハウスの広がりを確認できます。

【陸ばり等を設置する】
・雪の重さによってハウスの屋根が沈み込むのを防ぎます。
・取り付け場所は軒から棟に向かって１／４の高さが
　効果が高いです。
・補強間隔を狭くするとより強度が増します。

【らせん杭を設置する】
・強風によってハウスが浮き上がるのを防ぎます。
・アーチパイプは角度、深さを揃えてしっかりと差し込みます。
・地表面に沈下防止のパイプを設置し、らせん杭で留めます。
・土が軟らかい場合は、地中にもパイプを埋めてらせん杭と絡めます。
・らせん杭の設置頻度を上げるとさらに強度が増します。

【筋交いを設置する】
・強風によってハウスが変形するのを防ぎます。
・筋交いの下端部は地中に 20cm以上差し込みましょう。
・地面に差し込む角度が緩いと強度が下がってしまいます。
・筋交いとアーチパイプをしっかり固定しましょう。

【方杖（ほうづえ）を設置する】
・雪の重みによるハウス中央部からの引っ張りに耐えます。
・強風によるハウスのゆがみを防ぎます。
・妻面は出入り口もあり強度が劣るので、
　方杖で強化しましょう。

めぐみ №333（令和2年11月号） ｰ 2 ｰ
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食事行  程  =貸切バスガイド付き ◎入場観光 ○下車観光（施設には入りません） △車窓観光

1

2

3

日程

×

昼

夕

昼

夕

朝

朝

×

◇申込金：12,000円（旅行代金に充当します）
◇添乗員：同行して旅程管理業務を行います。
◇利用ホテル：【1泊目】山代温泉：白山菖蒲亭
　　　　　　 【2泊目】芦原温泉：清風荘
◇利用予定バス会社名：北日本観光自動車
◇食　事：朝2回、昼2回、夕2回

■募集人員：20名様（最少催行人員16名様）

■実 施 日：

令和3年1月13日㈬・18日㈪・26日㈫・27日㈬

■募集締切：各出発日の30日前
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

52,000円■お支払い実額：

2名様1室利用
大人お一人様

JA碓氷安中旅行センター
☎027-382-1133

他にもさまざまなプランをご用意しています。
旅行に関するお申込み・お問合せは…

旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関す
る責任者です。この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不明な点があ
れば、ご遠慮なく上記の取扱管理者までお尋ねください。

【旅行企画・実施】
観光庁長官
登録旅行業第939号

※ご集合場所・出発時間は出発10日前までにお届けする最終旅のしおりでご案内いたします。

東京駅発着（※大宮駅発着400円引）

東京駅（8：28～9：20）北陸新幹線 富山駅（10：45～11：40）=大宮駅

大宮駅

総合旅行業務取扱管理者

今村英子

×

東京駅（18：20～19：20）

北陸新幹線

“富山湾のブリ”のしゃぶしゃぶ

お買い物

お買い物和風料理

参拝

北陸の味覚“のどぐろ”をご賞味！
=割烹 本田（ご昼食）=○五箇山菅沼集落=山代温泉（16：30着）

ホテル（9：00）=○九谷満月=◎吉崎御坊 吉崎寺=

お買い物 お買い物見学

ホテル（8：30）=○箔一本店 箔巧館=◎兼六園=○近江町市場（自由昼食）

=永平寺 ほっきょ荘（ご昼食）=◎大本山永平寺=○羽二重餅 古里=

散策
=ひがし茶屋街=金沢駅（15：58～16：50）

大ズワイガニ一杯付の夕食珍しい竹細工の工芸品
=◎越前竹人形の里=芦原温泉（16：30着）

! !
マイタウントピックス My Town Topics

　JA碓氷安中

JA碓氷安中
東部支所　 027-382-3501　　　西部支所　 027-393-1118

キャンペーン期間：令和２年11.2月▶12.30水

ウィンターキャンペーン

※詳しくは各支所まで。JAはどなたでもご利用できます。この機会にぜひご利用下さい。

※景品には数に限りがございます。品切れの際はご容赦ください。  ※景品はお一人様一つまでとさせていただきます。  ※個人の方に限ります。

※イラストはイメージです

2項目以上
ご契約
の方

または
契約金額
100万円以上

1項目以上
ご契約
の方

マスクケース１つプレゼント！
マスク３枚セット
プレゼント！

携帯用アルコール
除菌ジェル３つ入り
プレゼント！

または

期間中、ご契約いただくと、
ご契約内容に応じて以下の商品をプレゼント！

※マスク本体はつきません

JAネットバンク
（個人契約）

定期貯金
（20万円以上１年）
※新規預入に限る

JAカード定期積金
（30万円以上２年以上）

さらに！

めぐみ №333（令和2年11月号） ｰ 4 ｰ
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西部農業事務所 Lets challenge!!11月の農作業

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
締
結
さ
れ

た
家
族
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
い

ま
す
。

・
後
継
者
世
代
に
農
業
経
営
に
対
す
る
責
任

感
が
醸
成
さ
れ
た
。

・
決
ま
っ
た
給
与
を
も
ら
え
る
と
将
来
設
計

が
立
て
や
す
く
て
助
か
る
。

・
家
族
全
員
が
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
、
や
り
が
い
や
責
任
感
が
明
確
に
な
っ

た
。

・
農
家
経
営
に
お
け
る
女
性
の
仕
事
が
明
示

さ
れ
た
こ
と
で
、
安
心
し
て
家
事
と
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
ど
で
す
。

　

家
族
経
営
に
お
い
て
各
自
の
役
割
を
明
確

化
す
る
こ
と
は
、
農
業
へ
の
や
り
が
い
、
経

営
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
農

業
者
年
金
の
保
険
料
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
経
営
主
（
認

定
農
業
者
な
ど
か
つ
青
色
申
告
者
）
と
協
定

を
締
結
し
て
経
営
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
、

後
継
者
で
す
。
こ
の
制
度
の
詳
細
な
助
成
要

件
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Let
,
s 

challenge!

●
協
定
締
結
ま
で
の
手
順

　

協
定
に
興
味
を
持
て
た
と
き
が
、
締
結
の

絶
好
の
機
会
で
す
。
ま
ず
は
、
家
族
で
時
間

を
と
り
、
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
何
を

話
せ
ば
良
い
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
感
じ
る

場
合
は
、
先
に
挙
げ
た
代
表
的
な
４
項
目
の

中
か
ら
、「
我
が
家
で
こ
れ
か
ら
取
り
組
む

課
題
」
を
ま
ず
は
選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

課
題
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
そ
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
、
そ
の
対
策
を
考

え
ま
す
。
課
題
の
内
容
に
よ
っ
て
、
担
当
を

分
担
し
た
り
、
共
通
の
目
標
を
立
て
る
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

当
面
の
解
決
方
法
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の

内
容
を
文
書
に
し
ま
し
ょ
う
。
次
に
、
決
定

し
た
内
容
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
第
三
者
に
よ
る
立
ち
会
い
の
も
と
で
調

印
し
ま
し
ょ
う
。
一
般
的
に
地
域
の
農
業
委

員
会
長
な
ど
が
立
会
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
３
月
現
在
の
西
部
地
区
管
内
の

家
族
経
営
協
定
締
結
数
は
１
５
１
戸
で
す
。

●
農
業
で
の
働
き
方
改
革

　

政
府
で
は
、
長
時
間
労
働
の
見
直
し
、
多

様
で
柔
軟
な
働
き
方
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

に
、「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

農
業
は
、一
般
的
に
「
休
み
が
取
り
に
く
い
」

「
仕
事
が
キ
ツ
い
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
家
族
経
営
協
定
の
ス
ス
メ
～

●
家
族
経
営
協
定
っ
て
何
？

　
「
仕
事
を
し
よ
う
」
と
考
え
た
と
き
、
一

番
気
に
な
る
の
は
労
働
条
件
で
す
よ
ね
。
給

料
は
い
く
ら
か
？
勤
務
時
間
は
ど
の
く
ら
い

か
？
休
み
は
あ
る
の
か
？
・
・
・
な
ど
。

　

で
は
、
あ
な
た
の
お
う
ち
の
「
農
業
」
と

い
う
仕
事
の
労
働
条
件
は
、
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。
日
本
の
多
く
の
農
家
は
、「
農
業
」

と
い
う
職
業
を
家
族
の
み
の
経
営
で
行
っ
て

い
ま
す
。
家
族
だ
け
の
経
営
で
は
、
ど
う
し

て
も
「
家
族
な
ん
だ
か
ら
労
働
条
件
な
ん
て

話
さ
な
く
て
も
分
か
っ
て
い
る
」、「
う
ち
に

は
関
係
な

い
よ
」
と

言
い
た
く

な
る
も
の

で
す
。

　
「
家
族

経
営
協

定
」
は
、

家
族
同
士

だ
か
ら
こ

そ
、
農
業

と
い
う
職

業
に
お
い
て
、お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
働
き
、

生
活
す
る
た
め
の
環
境
や
ル
ー
ル
作
り
を
す

る
た
め
の
一
つ
の
方
法
な
の
で
す
。

●
何
を
取
り
決
め
る
の
？

　

協
定
を
結
ぶ
た
め
に
一
番
重
要
な
こ
と

は
、「
家
族
で
、
自
分
の
経
営
や
生
活
が
よ

り
良
く
な
る
方
法
を
話
し
合
っ
て
決
め
る
」

こ
と
で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の
４

項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

１　

経
営
方
針
の
決
定

　
　

農
業
経
営
の
目
標
な
ど
の
明
確
化
（
今

　
　

後
の
経
営
計
画
な
ど
の
作
成
）

２　

就
労
条
件
の
整
備

　
　

労
働
報
酬
や
休
日
、
労
働
時
間
な
ど
働

　
　

き
や
す
い
環
境
作
り

３　

役
割
分
担
の
明
確
化

　
　

農
作
業
や
農
家
経
営
、
農
家
生
活
に
お

　
　

け
る
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
で

　
　

き
る
役
割
分
担
決
め

４　

経
営
移
譲

　
　

経
営
移
譲
の
時
期
や
内
容
、
年
金
、
退

　
　

職
後
の
積
み
立
て
な
ど
、
次
世
代
へ
ス

　
　

ム
ー
ズ
に
譲
り
渡
す
方
法

　
　

な
ど
で
す
。

●
協
定
を
締
結
し
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
家
族
の
関
係
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
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茨城県笠間市にある「天晴（旧
キッチン晴人）」のオーナーシェフ

永井　智一（ながい・ともかず）シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
材 料 （2人分）

作り方

⑴レンコンを粗めにすりおろし、片栗粉と混ぜ合わせ耳たぶほどの硬さにし一口大に丸め、180度のサラダ油できつね色にな

るまで揚げる。

⑵鍋にあん掛けの材料と食べやすい大きさにカットしたシイタケ、マッシュルームを入れ火にかけ、火が通ったら水溶き片栗粉

を回し入れあんを作る。

⑶器に⑴と栗を盛り付け、⑵を上から回し掛け、おろしショウガをのせ、ミツバを散らして出来上がり。

レンコン ････････････････300g
片栗粉 ････････････････大さじ2
栗（蒸した物）･･････････････6個
シイタケ ･･････････････････2個
マッシュルーム ････････････2個
ミツバ ･･･････････････････ 適宜
おろしショウガ ････････小さじ1
サラダ油 ･････････････････ 適宜
〈あん掛け〉
　かつおだし ････････3/4カップ
　みりん ････････ 大さじ1と1/2
　薄口しょうゆ ･･ 大さじ1と1/2
水溶き片栗粉 ･･････････大さじ1

材 料 （2人分）

作り方

⑴鶏もも肉は細く切り、ボールに入れ混ぜ合わせた漬け地（Ａ）に10分漬ける。マイタケは一口大にばらしておく。

⑵フリット衣の材料（Ｂ）を混ぜ合わせ、⑴を入れて衣をまぶし、180度の油できつね色に揚げ軽く塩を振る。

⑶器に⑵を盛り付け、合わせたポン酢だれ（Ｃ）を回し掛け、お好みのハーブ（材料外）を飾って出来上がり。

鶏もも肉 ････････････････ 1/2枚
マイタケ･･･････････････････50g
サラダ油 ･･････････････････適宜
塩 ････････････････････････適宜
（A）鶏肉の漬け地
　料理酒 ･･････････････ 大さじ1
　みりん ･･････････････ 大さじ1
　おろしショウガ ･･････ 小さじ1
　おろしニンニク ･･････ 小さじ1
　カレー粉 ････････････ 小さじ1
（B）フリット衣
　小麦粉 ････････････････ 100g
　ビール ････････････････ 120g
（C）ポン酢だれ
　ポン酢 ･･････････････ 大さじ2
　オリーブ油 ･･････････ 大さじ2
　ダイコンおろし ･･････ 大さじ1

若
鶏
と
マ
イ
タ
ケ
の

カ
レ
ー
フ
リ
ッ
ト

レ
ン
コ
ン
餅
、
栗
と

き
の
こ
の
あ
ん
掛
け

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
、
若
い
人
に
農
業
を

職
業
と
し
て
、
ま
た
、
就
職
先
と
し
て
選
ん

で
も
ら
う
に
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と
営
農
生
活
を
送

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
家
族
経
営
協
定
は
基
本
と
な
る
取
り
組

み
で
す
。
ぜ
ひ
農
業
事
務
所
ま
た
は
市
農
業

委
員
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課

担
い
手
支
援
係　

石
川　

ひ
と
み
）
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　高
齢
に
な
っ
て
心
身
諸
機
能
が
低
下
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
農
業
を
や
め
な
さ
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
適
時
適
切
な
農
作
業

を
実
施
す
る
た
め
の
多
く
の
経
験
を
生
か

さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　視
力
・
聴
力
・
皮
膚
感
覚
や
目
の
薄
明

順
応
な
ど
の
感
覚
特
性
と
平
衡
機
能
、
抗

病
お
よ
び
回
復
能
力
な
ど
の
低
下
が
著

明
。
筋
力
で
は
手
や
腕
の
力
、
背
筋
力
な

ど
の
低
下
に
比
べ
て
脚
力
の
低
下
が
大
き

い
。
体
の
柔
軟
性
で
は
脊
柱
の
前
屈
や
側

屈
の
柔
軟
性
低
下
に
比
べ
て
肩
関
節
の
柔

軟
性
低
下
が
目
立
つ
。
速
度
に
関
係
し
た

運
動
機
能
で
は
書
字
速
度
や
動
作
調
整
能

の
低
下
が
大
き
い
。
精
神
機
能
で
は
記
憶

力
や
学
習
能
力
の
低
下
が
著
し
い
。

　一
方
、
高
齢
に
な
っ
て
も
有
利
な
点
が

あ
り
ま
す
。
心
身
諸
機
能
の
衰
退
が
一
般

的
に
は
あ
る
と
し
て
も
動
作
の
正
確
さ
、

情
緒
の
安
定
、
責
任
感
、
経
験
の
豊
か
さ

な
ど
か
ら
総
合
的
に
物
事
を
判
断
し
よ
う

と
す
る
慎
重
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　最
近
の
日
本
老
年
学
会
か
ら
の
報
告
に

よ
れ
ば
、「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
身
体

機
能
や
健
康
レ
ベ
ル
は
10
〜
20
年
前
よ
り

上
が
っ
て
お
り
、
5
〜
10
歳
は
若
返
っ
て

い
る
と
想
定
さ
れ
る
」
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
高

齢
者
の
身
体
・
心
理
機
能
に
若
返
り
現
象

が
認
め
ら
れ
、
1
9
9
2
年
と
2
0
0
2

年
の
比
較
で
握
力
、
開
眼
片
脚
起
立
時
間
、

歩
行
速
度
が
優
位
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
加
齢
に
よ
っ
て
ば

ら
つ
き
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
の
「
若
返
り
現
象
が
あ
る
」
こ
と
を
う

の
み
に
せ
ず
、
ご
自
身
の
体
と
相
談
し
な

が
ら
農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

図　握力の年次推移

総
合
的
な
体
力
低
下
と
農
作
業
安
全

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

令和
2年12月1日火 12月3日木 午前9時～

午後4時

クズ米・古米の集荷についてのお知らせ

☎027‐382‐1136営農課 ☎027‐385‐0122または カントリーエレベーター
■ お問い合わせ先 ■

受付
期間

受付
時間

カントリーエレベーター

令和
2年12月4日金 午後１時～午後３時受付

期間
受付
時間

松井田集荷場

皆掛重量

出荷
形態

クズ米：25.3kg　古　米：30.5kg

無印の紙袋または一空袋を使用し、表面にマジックで「クズ米」または「古米」
と明記し、出荷者氏名を記載してください。
※精米および皆掛重量に満たないものは受付できません。なお、一空袋を使用する場合は、マ
ジック等で等級印及び検査員印を「×」印で消してください。

農産物加工センター廃止のお知らせ

　農産物加工センター（松井田町国衙86－2）は、令和3年2月28日を
もって廃止させていただきます。同センターは平成6年10月より稼働し、
地域農業の振興と地域の活性化に寄与して参りました。
　しかしながら、利用者数の減少やＪＡの経営環境の変化等に伴い、苦
渋の決断ではありますが、廃止とさせていただく事となりました。
　今までご利用をいただいた皆様には長年のご愛顧を賜り誠にありが
とうございました。

ＪＡグリーン
臨時休業のお知らせ

☎027-381-2085
JAグリーン碓氷安中店
■お問い合わせ先

休 業 日

12月1日火令和2年

ＪＡグリーンでは、
棚卸のため１２月１
日（火）に臨時休業
いたします。ご不便
をおかけしますが、
ご理解ご協力をお
願いいたします。

☎027-381-2085
JAグリーン碓氷安中店
■お問い合わせ先

令和2年

１１月１日日から
令和3年

2月28日日まで

以上のとおり冬時間営業に変更となり
ます。ご来店の際は、お間違えないよう
お願いいたします。

開店時間：午前8時30分
閉店時間：午後5時30分

ＪＡグリーン
営業時間変更の
お知らせ

ス
ト
ッ
プ
！

　農
作
業
事
故

営農課・経済課からのお知らせ
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令和2年

１１月１日日から
令和3年

2月28日日まで

以上のとおり冬時間営業に変更となり
ます。ご来店の際は、お間違えないよう
お願いいたします。

開店時間：午前8時30分
閉店時間：午後5時30分

ＪＡグリーン
営業時間変更の
お知らせ

ス
ト
ッ
プ
！

　農
作
業
事
故

営農課・経済課からのお知らせ
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や
こ
く
な
ど
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

酒
造
り
に
は
、「
酒
米
（
酒
造
好
適
米
）」
と

呼
ば
れ
る
、
酒
造
り
に
適
し
た
専
用
の
う
る

ち
米
が
多
く
使
わ
れ
、
品
種
に
よ
っ
て
香
り

や
切
れ
な
ど
に
も
違
い
が
出
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
酒
米
に
は
、
柔
ら
か
く
て
こ
う
じ
菌
を

増
や
し
や
す
い
、
発
酵
時
に
米
粒
の
中
心
ま

で
溶
け
や
す
い
、「
心
白
（
米
の
中
心
部
に
あ

る
不
透
明
部
分
）」
が
大
き
い
、
精
米
時
に
砕

け
に
く
い
、
雑
味
の
原
因
と
な
る
タ
ン
パ
ク

質
が
少
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
が
順
調
に
進

み
や
す
い
、
吸
水
性
や
保
湿
性
が
高
い
、
と

い
っ
た
醸
造
適
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ご
飯
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
食
用
の
う

る
ち
米
と
比
べ
て
大
粒
で
す
が
、
米
粒
の
外

側
ほ
ど
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
余
分
な
成
分
が
入
ら
な
い
よ

う
に
、
玄
米
の
3
割
か
ら
7
割
近
く
を
削
り

取
っ
て
酒
造
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
食
用
米
の

精
米
歩
合
は
平
均
90
%
前
後
で
す
が
、「
清
酒

の
製
法
品
質
表
示
基
準
」
に
お
い
て
、
大
吟

醸
な
ら
50
%
以
下
、
吟
醸
酒
で
は
60
%
以
下
、

本
醸
造
酒
は
70
%
以
下
、
と
い
っ
た
よ
う
に

精
米
歩
合
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
、
日
本
酒
以
外
に
も
お
米
を
原

料
と
す
る
酒
が
あ
り
ま
す
。
米
こ
う
じ
に
酵

母
と
蒸
し
米
を
加
え
て
発
酵
さ
せ
、
蒸
留
さ

せ
て
造
る
「
米
焼
酎
」
や
、
米
こ
う
じ
と
水

を
軟
ら
か
く
炊
い
た
う
る
ち
米
に
加
え
て
、

お
米
の
で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ド
ウ
糖
に
変
化
さ
せ

て
造
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
発
生
し
な
い
「
甘
酒
」

な
ど
が
あ
り
、
お
米
の
味
を
感
じ
ら
れ
る
お

酒
が
多
い
の
は
、
お
米
の
国
な
ら
で
は
と
い

え
ま
す
ね
。

で

●管理栄養士・フードスタイリスト　大槻万須美●●食育インストラクター　岡村麻純●

日本酒とお米の関係朝食にとろとろ卵を目指して

わ
が
家
の
朝
は
、
パ
ン

食
で
す
。
パ
ン
だ
け
で
は

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な

る
の
で
、
そ
こ
に
野
菜
1

品
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

肉
類
１
品
、
卵
料
理
、
そ

し
て
鉄
分
補
給
も
意
識
し

て
グ
ラ
ノ
ー
ラ
を
入
れ
た

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
果
物
と
い

う
の
が
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
で
す
。

そ
の
毎
朝
作
る
卵
料
理
、

娘
と
息
子
で
好
み
が
ま
っ

た
く
違
い
ま
す
。
息
子
は
、

オ
ム
レ
ツ
や
ス
ク
ラ
ン
ブ

日
本
酒
は
、
お
米
を
米

こ
う
じ
と
酵
母
の
力
を
借

り
て
発
酵
さ
せ
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
変
化
さ
せ
て
造
ら

れ
ま
す
。
日
本
酒
の
ル
ー

ツ
は
、
稲
作
が
伝
わ
っ
た

頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い

わ
れ
、
お
米
で
造
ら
れ
る

日
本
酒
は
古
く
か
ら
日
本

の
食
文
化
で
も
欠
か
せ
な

い
存
在
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
お
米
だ
け
で
造
っ
た

「
純
米
酒
」、
お
米
と
少
量

の
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
を
用

い
て
造
る
「
吟
醸
酒
」
や

「
本
醸
造
酒
」
な
ど
、
風
味

ル
エ
ッ
グ
の
よ
う
に
混
ぜ
た
卵
料
理
が
大
好
き
。

一
方
娘
は
、
目
玉
焼
き
や
ゆ
で
卵
の
よ
う
な
白

身
と
黄
身
が
別
々
の
ま
ま
の
卵
料
理
が
好
き
で

す
。
結
果
、
毎
朝
交
互
に
お
互
い
の
好
み
に
合

わ
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
3
歳
の
娘
は
特
に
厳

し
い
。
目
玉
焼
き
や
ゆ
で
卵
で
も
火
を
通
し
過

ぎ
る
と
嫌
が
り
、
と
ろ
と
ろ
卵
が
い
い
と
朝
か

ら
大
騒
ぎ
。
忙
し
い
朝
に
は
大
問
題
で
す
。

こ
の
卵
で
す
が
、
卵
黄
と
卵
白
で
は
成
分
が

違
う
た
め
、
固
ま
る
温
度
、
凝
固
温
度
も
少
し

違
い
ま
す
。
卵
白
は
60
度
か
ら
70
度
で
変
性
し

て
白
く
な
り
ま
す
が
、
固
ま
ら
ず
、
80
度
で
流

動
性
を
失
い
90
度
で
固
ま
り
ま
す
。
卵
黄
は
60

度
か
ら
70
度
で
流
動
性
を
失
い
、
70
度
で
ね
っ

と
り
と
固
ま
り
、
85
度
で
粉
っ
ぽ
さ
の
あ
る
固

さ
に
な
り
ま
す
。
娘
が
好
き
な
の
は
、
こ
の
卵

白
80
度
以
上
、
卵
黄
60
度
ほ
ど
の
状
態
で
す
。

実
際
卵
の
温
度
を
測
り
な
が
ら
ゆ
で
卵
を
作
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
卵
を
水
か
ら
入
れ
て
、

沸
騰
し
た
後
、
3
分
か
ら
5
分
ゆ
で
る
と
、
卵

の
殻
に
近
い
卵
白
は
90
度
近
く
な
り
ま
す
が
、

中
に
あ
る
卵
黄
に
は
熱
が
伝
わ
り
切
っ
て
い
な

い
た
め
、
60
度
ほ
ど
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す

ぐ
に
冷
水
に
漬
け
て
、
熱
を
奪
え
ば
、
半
熟
卵

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
卵
黄
と
卵
白
の
凝
固
温
度

の
違
い
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
温
泉

卵
で
す
。
温
泉
卵
は
、
卵
黄
は
流
動
性
を
失
っ

た
状
態
で
、
卵
白
は
ま
だ
固
ま
ら
な
い
60
度
か

ら
70
度
に
卵
の
温
度
を
保
つ
こ
と
で
、
黄
身
は

丸
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
白
身
が
と
ろ
と
ろ
と

い
う
状
態
を
作
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
、
ば
た
ば
た
し
な
が
ら
も
、
娘
の
お
好

み
の
卵
を
作
る
べ
く
、
卵
の
内
部
温
度
の
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
い
る
母
で
す
。

私の
記食育日し

き
いく

よく にっ

知 得得ココ ララムムつつ
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い
い
ま
す
。

青
シ
ソ
の
別
名
は
大
葉
で
す
が
、
名
前
ほ
ど

大
き
な
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ト
イ
モ
の
葉

は
と
て
も
大
き
く
、
ロ
ー
タ
ス
（
ハ
ス
）
効
果

に
よ
っ
て
、
雨
が
降
る
と
水
玉
と
一
緒
に
ほ
こ

り
が
流
れ
、
葉
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
水
玉

自
体
も
透
明
で
軟
ら
か
く
き
れ
い
で
す
。
畑
で

な
く
て
も
、
日
当
た
り
の
良
い
ベ
ラ
ン
ダ
で
深

さ
30
cm
以
上
の
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
す
れ

ば
、
観
葉
も
収
穫
も
楽
し
め
ま
す
。

サ
ト
イ
モ
は
種
で
は
な
く
、
種
芋
で
増
や
し

ま
す
。
種
か
ら
増
や
す
植
物
を
種
子
繁
殖
、
種

芋
や
挿
し
木
な
ど
で
増
や
す
植
物
を
栄
養
繁
殖

と
い
い
ま
す
。
栄
養
繁
殖
の
親
と
子
は
ま
っ
た

く
同
じ
遺
伝
子
を
持
ち
、
形
質
も
ま
っ
た
く
同

じ
で
す
。

同
じ
根
菜
類
に
分
類
さ
れ
る
ダ
イ
コ
ン
や
ニ

ン
ジ
ン
の
地
下
部
は
1
本
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

芋
類
は
複
数
個
で
き
ま
す
。
サ
ト
イ
モ
は
光
合

成
を
す
る
葉
が
大
き
い
の
で
、
10
個
以
上
で
き

る
品
種
が
多
い
で
す
。
一
般
に
サ
ト
イ
モ
は
親

芋
の
周
り
に
子
芋
が
付
き
ま
す
。
代
表
的
な
品

種
の
「
土
垂
（
ど
だ
れ
）」
や
「
石
川
早
生
」
は

子
芋
に
孫
芋
が
付
き
ま
す
。

混
雑
す
る
こ
と
を
「
芋
の
子
を
洗
う
よ
う
」

と
い
い
、
こ
の
芋
は
サ
ト
イ
モ
で
す
。
昭
和
時

代
に
は
モ
ー
タ
ー
で
回
る
水
洗
い
機
を
店
頭
に

置
き
、
皮
を
む
い
た
サ
ト
イ
モ
を
売
る
八
百
屋

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
飽
か
ず
に
見
て
い
た

団
塊
の
世
代
は
、家
で
も
学
校
で
も
ま
さ
に
「
芋

の
子
を
洗
う
よ
う
」
な
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
里
芋
や
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
で
す
。

今
は
サ
ト
イ
モ
を
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
れ
ば
、

皮
は
つ
る
ん
と
簡
単
に
む
け
ま
す
。

●土壌医　藤巻久志●●健康科学アドバイザー　福田千晶●

サトイモ（サトイモ科サトイモ属）喉のバリアを高める

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節

で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
効
い

た
室
内
の
み
な
ら
ず
、
屋
外

の
農
作
業
な
ど
で
も
、
喉

が
乾
燥
し
ま
す
。
喉
が
乾

燥
す
る
と
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
か
か
り

や
す
い
の
で
侮
れ
ま
せ
ん
。

喉
の
粘
膜
に
は
短
い
毛

（
繊
毛
＝
せ
ん
も
う
）
が
あ

り
、
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
を
除
去
し
て
い
ま
す
。

こ
の
繊
毛
は
、
適
度
な
温

度
と
湿
度
の
と
き
に
働
き

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
つ

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ
の
名

前
が
変
化
し
て
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
薩
摩
（
鹿
児
島
）
か

ら
伝
わ
っ
た
か
ら
サ
ツ
マ

イ
モ
、
山
で
取
れ
る
か
ら

山
芋
、
里
で
作
る
か
ら
サ

ト
イ
モ
。
芋
類
は
で
ん
ぷ

ん
な
ど
の
養
分
を
蓄
え
た

部
分
が
食
用
と
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
茎
が
肥
大

し
た
塊
茎
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は

根
が
肥
大
し
た
塊
根
、
山

芋
は
茎
と
根
の
特
性
を
持

つ
担
根
体
で
す
。
サ
ト
イ

モ
は
塊
茎
で
す
が
、
外
観

が
球
状
な
の
で
球
茎
と
も

ま
り
風
邪
な
ど
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
喉

の
乾
燥
対
策
が
大
切
な
の
で
す
。
あ
め
や
炭
酸

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
な
め
た
り
ガ
ム
を
か
ん
だ
り
し

て
唾
液
の
分
泌
を
促
し
た
り
、
小
ま
め
な
水
分

補
給
で
喉
を
潤
し
ま
し
ょ
う
。
耳
の
下
に
あ
る

耳
下
腺
や
顎
に
あ
る
舌
下
腺
と
顎
下
腺
を
軽
く

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
唾
液
の
分
泌
が
増

え
る
の
で
、
農
作
業
の
合
間
に
お
勧
め
で
す
。

最
近
の
研
究
で
、
お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ

ン
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
抑
制

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
小
ま
め
に

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
帰
宅
し
た
ら
お
茶
で
う
が

い
を
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
確
率
を
減
ら
せ
ま
す
。
カ
テ
キ

ン
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に

効
果
的
か
は
不
明
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
怖
い
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、
お
茶
を
活
用
す

る
の
は
賢
明
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
喉
の
乾
燥
対
策
に
は
室
内
の
加

湿
や
マ
ス
ク
の
着
用
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
無
意

識
に
口
を
開
け
て
口
呼
吸
を
し
て
い
る
と
、
口

腔
（
こ
う
く
う
）
内
が
乾
燥
し
や
す
く
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま

す
。
特
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
、
口
を

開
け
て
呼
吸
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
心

掛
け
て
口
を
閉
じ
て
、
鼻
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
予
防
に
は
、
喉
の
乾
燥
を
防
ぐ
他
に
、

栄
養
を
し
っ
か
り
取
っ
て
、
十
分
な
睡
眠
も
確

保
し
、
体
調
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
が
増

え
る
季
節
、
生
活
の
中
で
で
き
る
予
防
策
は
行

っ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

野菜
もの知り

百科
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標準ロータリーセット型式（オートヒッチはW3P装備で、標準3点リンクのワンタッチ着脱可能）、
ハイスピード仕様、小径タイヤ仕様（ハウス内作業に対応）など、オプションは裏面へ！

JAグループは生産者の需要を取りまとめ、一括発注を行うことで、
メーカーは製造・流通の効率化をはかり、生産者へ価格メリットを還元します。

価格を
安く

必要な機能を
厳選

快適・安全な
作業性

様々な作業への
汎用性

製品紹介動画
はこちら
（You Tube）

生産者の営農規模と栽培品目の拡大を支援する

SL33LFQMAEP
型　式

SL33LFMAEP
メーカー希望小売価格 285万円

（税別）
ロプス仕様

中型ク
ラ
ス

33馬力（ネット値）

生産者&JA 全国一万人以上の声を反映

キャビン仕様

共同購入トラクター

359.7万円（税別）
メーカー希望
小売価格

SL33LFQMAEPC2P
型　式

型　式

半クローラ・キャビン仕様

412.4万円（税別）
メーカー希望
小売価格

基本型式
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各種オプションもございます。
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 KOHOSHI MEGUMI DOKUSHANO KOE読 者 の 声

い
頃
風
邪
の
時
に
リ
ン
ゴ
を
食

べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　（
私
の
食
育
日
記
を
読
ん
で
）

去
年
の
お
正
月
、
息
子
家
族
が

帰
省
し
た
時
、
５
年
生
、
１
年

生
の
孫
娘
と
お
き
り
こ
み
を
一

緒
に
作
り
ま
し
た
。
里
い
も
な

ど
切
る
時
は
こ
わ
か
っ
た
で
す

が
切
り
方
な
ど
教
え
る
と
ハ
イ

ハ
イ
と
言
い
な
が
ら
す
ば
や
く

切
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
こ
の

人
と
同
じ
よ
う
に
作
業
が
終
わ

る
ま
で
緊
張
感
が
半
端
な
か
っ

た
で
す
。

　
碓
　
東
　
M
・
M
さ
ん

　
包
丁
を
使
う
の
を
見
て
い
る

の
は
緊
張
し
ま
す
ね
。
お
孫
さ

ん
に
と
っ
て
は
料
理
の
勉
強
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　
10
月
に
入
り
台
風
14
号
に
よ
り

気
温
が
下
が
り
、
11
月
の
陽
気
に

な
り
ま
し
た
ね
。
す
ぐ
に
電
気

コ
タ
ツ
の
生
活
に
、
1
カ
月
早

い
陽
気
で
す
ね
！

　
安
　
中
　
T
・
E
さ
ん

　
急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　
こ
こ
数
年
、
太
白
の
苗
を
購
入

し
、干
し
芋
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

芋
の
収
穫
か
ら
皮
む
き
、
天
日
干

し
ま
で
手
間
暇
か
か
る
作
業
が
続

き
ま
す
が
、
少
し
緩
め
に
乾
燥
し

た
も
の
を
冷
凍
保
存
し
て
お
く

と
、長
い
間
美
味
し
く
頂
け
ま
す
。

今
年
も
芋
堀
の
準
備
で
す
。

磯 
部
　
T
・
O
さ
ん

　
お
い
し
い
干
し
芋
が
で
き
る
ま

で
手
間
暇
が
か
か
る
の
で
す
ね
。

芋
堀
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
11
日
の
誕
生
花
「
ヒ
メ
リ

ン
ゴ
」
旧
約
聖
書
の
ア
ダ
ム
と
イ

ブ
の
お
話
に
も
で
て
き
ま
す
ね
！

花
言
葉
の
「
誘
惑
」「
後
悔
」
は

そ
ん
な
所
か
ら
き
て
い
る
の
で
す

か
ね
！
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
わ
ざ

で
、
一
日
一
個
の
リ
ン
ゴ
は
医
者

を
遠
ざ
け
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
風
邪
で
食
欲
が
な
い
時
、
胃

腸
が
弱
っ
て
い
る
時
す
り
お
ろ
し

た
リ
ン
ゴ
が
い
い
と
い
い
ま
す

よ
！

　
臼
　
井
　
H
・
T
さ
ん

　
お
便
り
を
読
ん
で
い
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
幼

少
し
早
い
コ
タ
ツ
の
出
番
で
す

ね
。

　
最
近
散
歩
を
し
な
が
ら
地
域

の
四
季
の
美
し
さ
に
魅
力
を
感

じ
ま
す
。
春
は
新
緑
、
秋
に
は

田
ん
ぼ
広
が
る
黄
金
の
輝
き
、

又
朝
日
を
浴
び
葉
の
隙
間
か
ら

少
し
見
え
る
オ
レ
ン
ジ
に
光
る

柿
の
実
。
こ
れ
か
ら
は
小
高
い

山
に
夕
陽
の
当
る
紅
葉
は
本
当

に
心
を
癒
し
ま
す
。

　
坂
　
本
　
S
・
T
さ
ん

　
春
夏
秋
冬
い
ろ
ん
な
景
色
が

楽
し
め
ま
す
ね
。
山
も
段
々
と

紅
葉
し
て
き
ま
し
た
ね
。

　
稲
刈
り
、
籾
摺
も
終
了
し
１

年
間
の
大
仕
事
も
一
段
落
、
こ

れ
か
ら
は
秋
野
菜
の
手
入
れ
な

ど
し
な
が
ら
余
暇
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
九
十
九
　
N
・
S
さ
ん

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
来
年
に

向
け
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る

と
い
い
で
す
ね
。

　
白
な
す
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

表
皮
を
む
き
、
厚
め
に
切
っ
て

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
、
う
す
味

の
汁
を
作
っ
て
煮
て
食
べ
ま
し

た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
秋
　
間
　
K
・
Y
さ
ん

　
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
味
付
け
で
食
べ
て

み
た
い
で
す
。

　
今
年
は
白
菜
の
苗
を
い
た
だ

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

う
ま
く
巻
い
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
の
で
す
が
。
ま
た
、
大
根

も
虫
に
食
わ
れ
心
配
し
た
の
で

す
が
何
本
か
は
残
っ
た
よ
う
で

す
。
楽
し
み
で
す
。

　
西
横
野
　
N
・
H
さ
ん

　
綺
麗
に
巻
い
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
ど
ち
ら
も
収
穫
が
楽
し
み

で
す
ね
。
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〜
作
品
の
ご
紹
介
〜

秋間　多胡　陽子さん秋間　多胡　陽子さん磯部　須貝　耕治さん九十九　金井　典子さん

松井田　神津　定司さん細野　髙𣘺　秀子さん細野　金井　恭子さん

●
信
濃
路
で
　湯
浴
み
の
帰
路
で

　姫
り
ん
ご

（
松
井
田

　神
津

　定
司
さ
ん
）

●
ヒ
メ
リ
ン
ゴ

　た
の
し
む
盆
栽

　日
々
成
長

（
磯

　部

　萩
原

　長
夫
さ
ん
）

●
う
ま
そ
う
に

　日
に
日
に
育
つ

　秋
キ
ャ
ベ
ツ

（
安

　中

　鬼
形

　瑞
枝
さ
ん
）

●
す
ず
め
達

　今
年
も
お
い
で

　ま
っ
て
る
よ（

秋

　間

　宗
像

　孝
幸
さ
ん
）

●
提
出
の
期
日
は
明
日
の
調
査
票

　電
話
片
手
に
記
入
は
終
る

（
九
十
九

　小
板
橋
と
し
子
さ
ん
）

●
あ
さ
な
い
や

　古
茶
の
湯
気
も

　か
す
か
ゆ
れ

（
秋

　間

　多
胡

　陽
子
さ
ん
）

俳
句
は
い
く

橡
の
会

見
定
む
る
間
を
と
び
去
れ
り
燈
下
の
蚊

野
口　

輝
雄

ダ
ム
を
訪
ふ
深
山
の
道
や
藤
袴

秋
山　

美
子

敬
老
祝
受
け
て
益
々
頑
張
ら
う

伊
田
ト
キ
子

蚊
の
声
も
我
を
寝
か
せ
ぬ
熱
帯
夜

浦
野　
　

櫻

四
万
ブ
ル
ー
湖
面
を
変
へ
る
日
照
雨

荻
原　

英
子

小
石
積
む
里
の
段
畑
そ
ば
の
花

鬼
形
か
ね
子

夏
期
休
暇
明
け
て
花
壇
に
蝶
の
群
れ

敷
地　

陽
子

廃
道
や
今
を
盛
り
と
葛
の
花

高
橋　

弘
子

茄
子
ト
マ
ト
豊
か
に
ひ
と
り
夕
餉
か
な

田
村
美
佐
江

刻
む
に
は
惜
し
き
朝
採
り
茄
子
の
艶

中
川　

幸
子
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二重マスの文字を A～F の順に並べてできる言
葉は何でしょうか？

①さらさらと落ち続ける時計もあります
③新婚家庭には満ちあふれていそう。̶ ̶太りし
ちゃう人もいるかな
⑥朱肉がセットされたケースに入れることも
⑧「R の付かない月（5～8 月）に食べるな」と
言われる貝
⑨京都の町家は̶̶が狭いうなぎの寝床
⑪グラウンドをならす道具です
⑫文系とよく対比されます
⑬この商品は̶̶パフォーマンスがいいね
⑮鍛えて日本刀などを作ります
⑰髪を刈り込むときに使います
⑲旅行のこと。̶ ̶シューズ
⑳こたつで丸くなりたいニャ

①サツマイモで作る洋風の焼き菓子
②東がトン、北がペイなら南は
③布団や枕などのこと
④『万葉集』にはたくさん収められています
⑤漢字で書くと「背黄青鸚哥」。ペットとして
よく飼われている小鳥です
⑦板を用いることが多い練り製品
⑩箒（ほうき）と一緒に働きます
⑭おうし座のプレアデス星団の和名。『枕草子』
にも出てきます
⑯いかつい̶̶構えをした刑事
⑱天下の回り物です

※個人情報の取扱いについて：『めぐみ』に投稿・応募いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、誌面での紹介
に使用させていただき、今後のサービスの向上のために利用させていただきますのでご了承ください。また、これらの個人情報
は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

A B C FED

＆
東 部 支 所 西 部 支 所

〈姫リンゴ〉

イラストやお便り
も募集していま
す。皆さまの身近
にある楽しい話題
や情報をお待ちし
ています。官製ハ
ガキでお申し込み
ください。

郵便ハガキに①クイズの答え②郵便番
号③住所④氏名〈ふりがな〉⑤年齢⑥電
話番号⑦JA事業についてまたは広報
誌に対するご意見等をお書きの上、
〒379-0133 安中市原市634
JA碓氷安中総務課宛にお送りくださ
い。

応 募 方 法

↑

↑

タ テ の カ ギ
↑ ↑

ヨ コ の カ ギ

ヒ
A

メ
B

リ
C

ゴ
E

ン
D

お楽しみプレゼント !

クロスワ
パズル

ード

10月号クイズの答え 　プレゼント当選者10月号クイズの答え 　プレゼント当選者

●クイズの正解者の中から●

●抽選で13名様　●締切11/25

エーコープ
（1,000円分）が当たる！！

商品券

当　　日
消印有効（　　）

須藤　弘子さん
真下由美恵さん
田村　　修さん
三ツ井美佐子さん
小原百合子さん
萩原　治郎さん

（安　中）
（原　市）
（磯　部）
（碓　東）
（秋　間）
（後　閑）

神津　定司さん
星野　武彦さん
佐藤さだ子さん
上石　厚子さん
中澤　四郎さん
片岡　幸子さん
上原まち子さん

（松井田）
（臼　井）
（坂　本）
（九十九）
（九十九）
（細　野）
（細　野）〈応募数：62通〉
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令
和
2
年
10
月
30
日（
金
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
本
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

①
令
和
２
年
９
月
末
事
業
実
績

に
つ
い
て

②
信
用
事
業
方
法
書
の
変
更
に

つ
い
て

③
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
半
期

開
示
に
つ
い
て

④
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

⑤
年
末
一
時
金
に
つ
い
て

⑥
役
員
選
任
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

変
更
に
つ
い
て

⑦
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
貯
金
年
末
特

別
推
進
運
動
に
お
け
る
奨
励
措

置
の
設
定
に
つ
い
て

⑧
令
和
２
年
度
下
期
共
済
実
績
拡

充
に
向
け
た
奨
励
措
置
の
設
定

に
つ
い
て

協
議
事
項

だ
よ
り

理
事
会

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
発
行
／
碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合　
〒
379

−

0133
群
馬
県
安
中
市
原
市
634		

	
●
ＴＥＬ
０
２
７（
３
８
２
）１
１
３
１（
代
）　
ＦＡＸ
０
２
７（
３
８
２
）１
１
３
７

●
編
集
／
総
務
課　
●
印
刷
／
株
式
会
社	

ジ
ェ
イ
エ
イ
プ
リ
テ
ッ
ク	

	
●
Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
広
報
誌
め
ぐ
み	

毎
月
10
日
発
行

/号月号

No.333

2020

11

JA
碓
氷
安
中

広
報
誌
め
ぐ
み

広
報
誌
め
ぐ
み

我
が

　の
風
景

町

我
が

　の
風
景

町

今
月
の

　

今
月
の
表
紙
の
写
真
は
、

10
月
22
日
（
木
）
に
行
わ

れ
た
下
仁
田
ネ
ギ
出
荷
目

揃
え
会
の
様
子
で
す
。
本

誌
2
ペ
ー
ジ
の
マ
イ
タ
ウ

ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

撮 

影 

日
：
10
月
22
日

撮
影
場
所
：
本
所
集
荷
場
（
原
市
）
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